

























な予測力の面で有望なものとして社会的情報処理（Social Information Processing: SIP）
モデルを採用し，元々は認知的変数から構成されていた SIP モデルに，感情過程を組
み込んだ最新のモデルである Lemerise ＆ Arsenio(2000)の SIP モデルに，さらに動
機付け変数を組み込むことで，知・情・意という人間の精神の 3 つの機能を包括した包
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Lemerise & Arsenio (2000)は，認知的側面に着目した攻撃性のモデル，社会的情報処


















研究 3 では，さらに能動性・動機づけの側面を加味して，大学生 91名を対象に，何ら
かの願望を高めるような場面において，攻撃行動による結果の予想，攻撃行動について
の評価，攻撃行動に関する自己効力感を操作し，能動的攻撃性に及ぼす影響を検討した。
その結果，能動的攻撃性の決定過程においては，その攻撃行動が自己の願望の充足に有
効であるという評価が大きな影響を持ち，これが有効な場合にのみ他変数も効果を持つ
ことが示され，能動性・動機づけをモデルに入れることの妥当性が確認された。 
以上の研究は，青少年の問題行動に介入する際には，これまで検討されてきた認知
（cognition）的側面のみならず，感情（affect），能動性（conation）の総合的観点を
加えるべきであるという，有益な新知見をもたらすものである。よって、本論文の提出
者は，博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
